
苦境に負けず、往時のにぎわいを再び
紙上で見る「にっぽんの夏祭り」　第６回「福島県」

福島わらじまつり

郡山うねめまつり 会津田島祇園祭

東山温泉お湯かけまつり
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祭
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　福島市中央部、信夫山にある羽黒神社には、古来健脚を願って毎年２月の「暁まいり」で長さ㍍の「大わらじ」が奉納されている。ま
つりは江戸時代から伝わるこの行事を由来に行われる。市内中心で大わらじパレードや、わらじ音頭に合わせたわらじおどりなどさまざま
なパフォーマンスも。（毎年８月第１金曜～日曜日、福島市）

　郷土の伝説「采女
う ね め

物語」を主題とした祭り。祭りの主役「ミ
スうねめ」のパレードや「うねめ踊り流し」「うねめ太鼓」、
伝統芸能がにぎやかに行われる。（毎年８月第１金曜～日曜日、
または木曜～土曜日、郡山市）

　日本三大祇園祭の一つとされる。大屋台で上演される子供歌舞伎や神様
への供え物を運ぶ七行器

ななほかい

行列、街中を回る神輿渡御、神社で奉納される太
々御神楽など、見どころが多い。（毎年７月～日、南会津町）＝今年
は神事を規模を縮小して関係者のみで実施

　地元温泉街の若衆、芸妓衆や地元の子供たちが神輿
み こ し

を担ぎ、温泉
街を練り歩きながら、各宿の宿泊客から温泉の湯を浴びせかけても
らう。縁起物の湯銭もまかれる。（毎年８月第２土曜日、会津若松
市）
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